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総
会
は
、
ま
ず
渡
邊
康
生
代
表
理
事
・
会
長

か
ら
、
今
回
の
よ
う
な
特
殊
な
形
で
の
総
会
の

実
施
に
至
る
経
緯
な
ど
を
含
む
ご
挨
拶
後
、
監

査
報
告
を
平
田
昇
監
事
が
、
平
成
31
年
度
事
業

報
告
に
続
き
決
算
（
計
算
書
類
）
を
成
田
始
常

務
理
事
が
提
案
・
説
明
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
審
議
に
当
り
、
事
前
に
会
員
か
ら
書
面

に
よ
る
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
同
常
務
が
回
答
し
ま
し
た
。（
中
刷
り
参
照
） 

総
合
司
会
は
山
田
孝
輝
理
事
・
安
全
管
理
委

員
長
、
総
会
議
長
は
議
場
で
選
ば
れ
て
海
老
洋

理
事
・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
委
員
長
が
務
め
ま
し
た
。

最
後
に
柳
沢
進
代
表
理
事
・
副
会
長
の
ご
挨
拶

で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
会
議
に
要
し
た
時
間

は
、
45
分
で
し
た
。 

総
会
出
席
の
議
決
権
数
は
939
（
委
任
状
等
を

含
む
）
で
優
に
会
員
の
過
半
数
、
う
ち
来
場
者

は
11
名
で
し
た
。
今
回
は
入
場
を
申
込
制
に
し

た
と
こ
ろ
来
場
希
望
会
員
が
100
名
近
く
に
上

っ
た
た
め
、
個
別
に
電
話
な
ど
で
辞
退
を
お
願

い
し
た
結
果
で
す
。 

な
お
、
理
事
は
全
員
が
出
席
す
る
こ
と
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
ざ
る
事
由
の

た
め
８
名
の
理
事
が
隣
室
で
待
機
、
傍
聴
し
ま

し
た
。 

              
 

渡 

邊 

会 
長 
談 

話 

総
会
開
催
日
と
同
じ
６
月
19
日
に
、
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の
規
制
が
全
国
的
に
大
幅
に
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第
10
回
定
時
社
員
総
会
を
開
催 

注
意
深
く
活
動
を
展
開
し
よ
う 

 

 

開
催 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
今
年
の
定
時
社
員
総
会
は
規
模
を
縮
小
し
て
、

6
月
19
日
午
後
2
時
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、

委
任
状
ま
た
は
議
決
権
行
使
書
の
提
出
で
来
場
を
控
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
、
ご
来
賓

も
お
出
で
い
た
だ
か
ず
、
恒
例
の
防
犯
、
健
康
、
安
全
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念
講
演
も
取

り
止
め
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
の
表
彰
も
後
日
（
7
月
6
日
）
行
う
こ
と
と
し
て
、
時
間
的
に

も
短
縮
を
図
り
ま
し
た
。 

 

緩
和
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
注
意
深

く
、
慎
重
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。 ２

月
下
旬
以
降
４
カ
月
余
に
亘
り
休
止
、

中
止
、
延
期
し
て
来
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や

活
動
を
、
状
況
を
厳
し
く
見
極
め
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
軌
道
に
乗
せ
、
あ
る
い
は
戻
し
て

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

電
話
、
メ
ー
ル
、
書
面
な
ど
で
努
め
て
来

ら
れ
た
各
委
員
会
、
各
部
会
の
会
議
を
慎
重

に
再
開
し
、
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

今
期
に
な
っ
て
６
月
ま
で
の
毎
月
の
定

例
理
事
会
は
、
法
令
の
定
め
に
合
っ
た
書
面

に
よ
る
会
議
（
み
な
し
理
事
会
）
で
セ
ン
タ

ー
の
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
。
７
月
か
ら
は

通
常
の
会
議
に
戻
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

 

８
月
、
あ
る
い
は
９
月
の
地
域
班
会
議

は
、
是
非
開
催
し
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

実
現
に
は
３
密
（
密
閉
、
密
集
、
密
接
）
を

避
け
る
な
ど
、
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。 

来
年
３
月
に
は
、
全
地
域
班
の
班
長
・
副

班
長
が
任
期
を
迎
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
来
年

の
定
時
総
会
終
了
時
に
は
、
理
事
・
監
事
全

員
の
任
期
が
満
了
し
ま
す
。 

近
く
、
暑
い
時
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
班

長
会
議
を
開
催
し
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
議

論
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運

営
に
も
注
目
し
な
が
ら
、
元
気
に
ご
活
躍
く

だ
さ
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。 
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５
月
と
６
月
の
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た

内
容
を
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
両
月
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ 

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
会
議
の
自
粛

期
間
の
延
長
の
通
達
を
受
け
て
、
「
『
理
事

会
決
議
の
省
略
』
に
よ
る
み
な
し
決
議
」
に

よ
る
も
の
で
会
議
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。 

両
月
と
も
、「
提
案
書
」（「
理
事
会
開
催 

通
知
」
と
「
理
事
会
式
次
第
」
を
兼
ね
る
） 

の[

提
案
事
項](

議
題)

及
び[

報
告
事
項]

に
対
し
て
、「
理
事
会
の
決
議
の
目
的
で
あ

る
事
項
に
関
す
る
同
意
書
」
に
意
思
表
示

（
同
意
か
不
同
意
か
）
を
会
長
に
す
る
こ

と
が
各
理
事
及
び
監
事
に
課
せ
ら
れ
ま
し

た
。 

定
例
理
事
会 

「
提
案
事
項
」 

「
第
１
号
議
案
」
は
、
両
月
と
も
「
新
入
会

員
の
承
認
に
つ
い
て
」
で
し
た
。 

＊
『
シ
ル
バ
ー
西
東
京
第
１
６
５
号
』
中
刷

り
参
照
。 

「
第
２
号
議
案
」
は
、
５
月
の
み
の
事
項
の

「
総
会
に
つ
い
て
」
で
し
た
。 

１
．
開
催
場
所
及
び
開
催
方
法 

２
．
総
会
の
開
催
通
知 

３
．
役
割
分
担
に
つ
い
て
の
承
認
事
項
で

し
た
。 

各
会
員
に
送
付
さ
れ
た
、「
第
10
回
定
時
社

員
総
会
の
開
催
通
知
」（
２
西
シ
第
８
号
）

の
通
り
。 

「
報
告
事
項
」 

「
第
１
号
」、「
事
業
報
告
に
つ
い
て
」
及
び 

「
第
２
号
」、「
退
会
者
に
つ
い
て
」
は
、
定 

例
理
事
会
で
の
「
報
告
事
項
」
で
す
。 

＊
「
第
１
号
」、「
事
業
報
告
に
つ
い
て
」
は
、

『
シ
ル
バ
ー
西
東
京
第
１
６
５
号
』 

４
頁
、「
第
２
号
」、「
退
会
者
に
つ
い 

て
」、
は
『
シ
ル
バ
ー
西
東
京
第
１
６
５ 

号
』
中
刷
り
参
照
。 

 

臨
時
理
事
会 

６
月
19
日
「
第
10
回
定
時
社
員
総
会
」

後
、
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

１
．
今
後
の
「
各
委
員
会
及
び
部
会
の
開
催 

方
法
に
つ
い
て
」協
議
し
ま
し
た
。当
面
、

７
月
定
例
理
事
会
に
む
け
て
、「
各
委
員

会
及
び
部
会
の
実
施
計
画
の
見
直
し
」を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

２
．
平
成
31
年
度
第
10
回
定
例
理
事
会
で

提
案
さ
れ
た
、「
職
員
採
用
に
つ
い
て
」

は
今
年
度
10
月
採
用
に
向
け
て
事
務
処

令
和
２
年
５
月
・
６
月 

理

事

会

報

告

 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
催 

５
月
24
日
（
定
例
） 

６
月
19
日
（
臨
時
） 

６
月
26
日
（
定
例
） 

 

理
が
進
捗
し
て
い
る
と
の
中
間

報
告
が
事
務
局
か
ら
あ
り
ま
し

た
。 

 
 

 

西
東
京
市
の
縄
文
人 

 

小
学
生
の
頃
、
武
蔵
関
の
公
園
ま
で
歩

い
て
よ
く
釣
り
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

帰
り
に
は
畑
や
道
端
で
土
器
の
か
け
ら
な

ど
を
採
取
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。 

 

東
伏
見
辺
り
で
は
知
る
人
ぞ
知
る
土
器

等
が
出
て
く
る
所
の
よ
う
で
し
た
。 

 

そ
の
後
、
発
掘
調
査
さ
れ
、
こ
こ
は
約
５

千
年
か
ら
４
千
年
前
の
約
１
千
年
間
に
わ

た
り
、
縄
文
人
が
生
活
し
た
大
規
模
集
落

だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
未
来
に

残
す
べ
き
貴
重
な
遺
産
で
あ
る
と
二
〇
一

五
年
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
の
で
す
。 

「
下
野
谷
遺
跡
」
の
名
称
は
一
九
七
五
年

に
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

下
野
谷
遺
跡
公
園
で
は
毎
年
縄
文
春
祭

り
、
秋
に
は
縄
文
の
森
の
秋
祭
り
が
開
催

さ
れ
多
く
の
人
達
が
集
ま
り
ま
す
が
今
年

度
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。 

遺
跡
公
園
に
行
く
と
下
に
は
石
神
井
川

が
流
れ
集
落
の
周
り
は
森
で
そ
こ
に
は
縄

文
人
の
家
族
が
居
て
、
と
想
像
し
て
し
ま

い
ま
す
。 

（
理
事 

水
口 

富
夫
） 

            

ね
ん
り
ん 

  

第
164
号 

 

セ
ン
タ
ー
事
業
発
展
へ
の 

貢
献
会
員
の
表
彰 

例
年
、
総
会
に
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
今

年
は
新
コ
ロ
ナ
関
連
で
7
月
6
日
セ

ン
タ
ー
事
業
運
営
室
で
会
員
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。 

 

受
賞
者
（
５
０
音
順
・
敬
称
略
） 

班
長
表
彰(

３
名) 

恩
田
武
雄
、
櫻
井
秀
彦
、
渡
邉 

章 

貢
献
表
彰(

１
名) 

田
代
美
代
子 

配
布
事
業
表
彰
（
１３
名
） 

井
出
か
ね
ほ
、
伊
藤
征
夫
、
井
上
将
人 

海
老 
洋
、
工
藤
日
出
子
、
佐
々
木
勝
男
、 

田
辺
満
喜
江
、
中
根
利
勝
、
中
野 

勇
、 

藤
原
ミ
ヨ
子
、
星 
梅
治
、
細
田
リ
タ
子
、 

村
上
郁
夫 
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「貢献表彰制度」初の受賞者に 
田代美代子様 

 

 

 

 

 

 

 

 

当センターは重要課題である「会員の拡大、就業開拓」
を目標にした、貢献表彰制度を昨年 11 月に設定しまし
た。今回、ひばりが丘 1班班長、田代美代子様が「1事業
年度に新会員 3 人の入会」を見事実現されました。常に
会員増強の意識を持ち、ご近所の方、サークル、ボラン
ティアの方など多くの方にお声がけをされ、そのご努力
の結果、受賞者第 1 号になられました。おめでとうござ
います！ 
ぜひ会員の皆様も田代美代子様に続き、多くの方に当

センターに入会していただけるように、取り組んでいた
だきたいと思います。 

 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
ペ
ス
ト 

 

 

２
月
末
こ
ろ
カ
ミ
ュ
の
『
ペ
ス
ト
』
を
読
む

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
実
存
主
義
関
係
の
勉
強

を
し
て
い
る
な
か
で
の
も
の
で
し
た
が
、
そ
の

時
点
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

猛
威
が
そ
の
後
の
全
世
界
を
覆
い
、
未
だ
収
束

せ
ず
に
現
在
に
ま
で
至
る
と
は
思
い
も
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ま
や
、
カ
ミ
ュ
の
『
ペ

ス
ト
』
に
描
か
れ
た
迫
真
に
満
ち
た
、
医
療
関

係
者
を
前
衛
に
し
て
の
全
人
類
の
闘
い
が
ま

さ
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
し
た
。 

カ
ミ
ュ
の
『
ペ
ス
ト
』
は
厖
大
な
架
空
の
事

件
の
記
録
な
の
で
す
が
、
十
分
に
迫
真
性
を
も

ち
、
外
部
と
遮
断
さ
れ
た
孤
立
状
態
の
な
か

で
、
人
間
性
を
蝕
む
「
不
条
理
」
と
直
面
し
て

必
死
に
闘
う
市
民
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。 

ペ
ス
ト
は
１４
世
紀
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
起

こ
す
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
体
に
流
行
の
盛
衰

を
繰
り
返
し
て
き
て
厖
大
な
人
数
の
生
命
を

奪
っ
た
感
染
症
で
し
た
が
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
「
感
染
症
」
は
、
地
球
世
界
が
当
時
よ

り
は
る
か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
る
な
か

で
の
流
行
で
あ
り
、
我
々
人
類
ひ
と
り
ひ
と
り

の
日
常
生
活
の
あ
り
方
の
変
革
が
求
め
ら
れ
、

ウ
ィ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
の
時
代
へ
の
馴
化
も
要
請

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

（
保
谷
町 

樋
口 

明
朗
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当班の街並みは東大農学研究科研究施設(農
場)・演習林田無試験地、いこいの森公園など広
大な敷地の周囲に張り付いた様にあります。皆
さんご存じの石幢六角地蔵尊（安永 8 年―1779

年建立）が演習林入り口の前にありますから六
本の分かれ道に立ち六道輪廻を救済するとい
われる地蔵菩薩を各面に1本ずつ浮き彫りし脚
部にそれぞれの道の方向を示す道標が刻まれ
ています。（南沢道、前沢道、所沢道、小川道、
保谷道、江戸道）。 

東大農場入口近くに由緒ある寺院―お東門
徒寺真宗大谷派遍立寺があります。朝倉義景の
末男信景が創建、昭和 27 年浅草から現地に移
転されました。 

班会議は以前より合同で開催しています。両
班合わせて会員数 68 名で出席率は 50～60%ほ
どです。年 2 回開催しセンターの方針、就業に
関する事項、各自の状況、意見・要望など話し
合います。「班会議だより」は毎回発行します。
シルバーの基本理念自主、自立、共働、共助の
もとで、ボランティア活動に積極的に参加し地
域社会の貢献に努力しています。会員同士のコ
ミュニケーションを更に深めたいと考えてい
ます。 

（北原町班長 恩田武雄・緑町班長 奥井秀逸） 

 

【地域班だより】北原町/緑町班 

 

 

 

行事予定 開 催 日（令和２年 7 月~9 月） 

定例理事会 7 月 29 日(水)、8 月 28 日(金) 

新入会説明会 7 月 13 日(月)、8 月 17 日(月) 

就業相談会 7 月 27 日(月)、8 月は休み 

地域班長会議 8 月～9 月に予定 

地域班会議 8 月～9 月に予定 

 

 

 

 
 
 

 

声 
(

こ 

え) 
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事 業 実 施 状 況 

令和２年 
4 月分 

受託件数 
就業 
実人員 

契約金額  
就業率 
（％） 合計 比率 

前年同月比
（％） 

公共事業 44  21,570,691 70.1 83.7 男 72.5 
民間事業等 204  9,182,764 29.9 64.7 女 68.0 
合 計 248 827 30,753,455 100.0 77.0 計 70.9 

令和２年 
5 月分 

受託件数 
就業 
実人員 

契約金額  
就業率 
（％） 合計 比率 

前年同月比
（％） 

公共事業 50  20,189,361 68.7 78.2 男 67.7 
民間事業等 255  9,213,760 31.3 56.0 女 58.3 

合 計 305 753 29,403,121 100.0 69.5 計 64.4 

 

会  

員  

総  

数 

男 

性 
 
 
 

 
 

七
五
四 

名 

女 

性 
 
 
 
 

四
〇
四 

名 

合 

計 
 
 

一
、
一
五
八 

名 

（
6
月
26
日
現
在
） 

就
業
相
談
会
（
予
約
制
） 

７
月
27
日
（
月
）
13
時
30
分
か
ら 

セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。 

事
前
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

  

７月は安全就業強化月間です！  
 

会員の皆様には就業事故はもちろん、健康管

理に十分気をつけてお過ごしください。詳細は

別紙を参照ください （安全管理委員会） 

 

 
 

◆無料体験講座(初心者向)◆ 

初めてパソコンにさわる方、教室の雰囲気を見た
い方を対象にマウス操作、入力の手ほどき、イン
ターネット体験を行います。 
開催日 8 月 20 日（木）午後 1 時～4 時 
    9 月 17 日（木）午後 1 時～4 時 
受講料 無料 

――スマホ講座―― 
スマートフォンの初心者講座を始めました。 
8月 
①iPhone入門(全 2回)7(金),11(火)午後 
②スマホ入門(全 2回)21,28日(金)午後 
9月 
①iPhone入門(全 2回)4,11日(金)午後 
②スマホ入門(全 2回)18,25日(金)午後 
受講料 各講座４,０００円 
スマホお申込みの際は機種もお書きください。 
■申込みは往復ハガキに、講座名、開催日、住所、
氏名、電話番号を記入し、1 週間前までに下記へ。 
宛先 〒202-0021 東伏見 6-1-36  ☎(428-0787) 
西東京市シルバー人材センター・パソコン教室 
場所 東伏見小学校西門入り体育館隣り 
URL: https://www.sjc.ne.jp/wtokyo1/ 

 

新
し
い
生
活
様
式 

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
少
し
ず
つ

外
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
運

動
不
足
を
実
感
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
の
調
査
に
よ
れ
ば
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
前

後
で
、
高
齢
者
の
身
体
活
動
時
間
が
約

％
減
少
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
活
動
が

制
限
さ
れ
て
い
る
中
で
、
何
か
し
ら
の
運

動
を
し
て
い
る
方
が

％
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
と
自
宅
内
で
の
運
動
が
多
い
と
の
事
で

す
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
外
出
を
控
え
、
社

会
と
の
交
流
を
絶
つ
事
は
感
染
防
止
に
は

効
果
抜
群
で
し
た
が
、
動
か
な
い
事(

生
活

不
活
発)

に
よ
る
身
体
や
認
知
の
機
能
低

下
が
心
配
さ
れ
、
生
活
習
慣
病
や
フ
レ
イ

ル
、
認
知
症
を
悪
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
は
長
期
戦

に
な
り
そ
う
な
の
で
自
分
の
健
康
を
守
る

た
め
に
は
国
が
勧
め
る
「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
参
考
に
、
行
事
や
会
合
へ
の
参
加
、

娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
、
買
い
物
な
ど
で
新
た

な
日
常
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。「
新
し
い
生
活
様
式
」
で
は
他
人
と
の

距
離
の
確
保(

で
き
る
だ
け
２
ｍ
、
最
低
で

も
１
ｍ)

や
マ
ス
ク
の
着
用(

熱
中
症
に
も

注
意)

、
手
洗
い
の
励
行
（
手
指
消
毒
薬
の

使
用
も
可
）、
密
集
、
密
接
、
密
閉
の
三
密

回
避
な
ど
を
基
本
と
し
て
、
日
常
生
活
の

場
面
別
の
生
活
様
式
が
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
れ
ば
公
園
は
空
い
た

場
所
・
時
間
を
選
ぶ
、
筋
ト
レ
・
ス
ク
ワ
ッ
ト

は
自
宅
で
動
画
を
活
用
す
る
、
す
れ
違
う
時

は
距
離
を
と
る
、
歌
や
応
援
は
十
分
な
距
離

か
オ
ン
ラ
イ
ン
等
々
で
す
。
買
い
物
で
あ
れ

ば
通
販
も
利
用
、
一
人
ま
た
は
空
い
た
時
間

に
、
電
子
決
済
の
利
用
、
計
画
を
立
て
て
素
早

く
済
ま
せ
る
、
レ
ジ
に
並
ぶ
と
き
は
前
後
に

ス
ペ
ー
ス
を
等
々
で
す
。(

詳
し
く
は
厚
生
労

働
省

を
ご
覧
下
さ
い
。）
す
で
に
定
着
し
て

き
て
、
公
園
や
ス
ー
パ
ー
利
用
時
の
マ
ナ
ー
、

エ
チ
ケ
ッ
ト
に
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
環
境
変
化
に
適
応
し
ウ
イ
ル
ス
と

の
共
存
を
し
て
い
く
た
め
に
、
得
意
で
は
な

い
オ
ン
ラ
イ
ン
や
ス
マ
ホ
に
も
挑
戦
し
、
新

た
な
日
常
生
活
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
（
安
全
管
理
委
員 

赤
塚 

真
三
） 

安 

全 

コ 

ラ 

ム 

配
分
金
の
振
込
み
日
は 

６
月
就
業
分 

７
月
15
日
（
水
） 

７
月
就
業
分 

８
月
17
日
（
月
） 

８
月
就
業
分 

９
月
15
日
（
火
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
で
の 

新
生
活
様
式
で
開
催
し
ま
す 

・ 

地
域
班
長
会
議
（
8
月
～
9
月
予
定
） 

・ 

地
域
班
会
議 

（
8
月
～
9
月
予
定
） 

・ 

各
委
員
会
・
部
会 

・ 

就
業
相
談
会
・
入
会
説
明
会 

等
々 

 

日
程
確
定
次
第
に
発
表
・
連
絡
し
ま
す 

   


